
獣医師の届出基準 

 

第７ エキノコックス症 

 

１ 定義 

多包条虫及び単包条虫による慢性疾患である。 

 

２ 対象となる動物 

 犬 

 

３ 動物における臨床的特徴 

感染した犬は、通常、症状を示さないが、まれに下痢を呈する。 

 

４ 届出基準 

(1) 獣医師は、次の表の左欄に掲げる検査方法により、犬又はその死体についてエキ 

ノコックス症の病原体診断をした場合には、法第１３条第１項の規定による届出を 

行わなければならない。この場合において、検査材料は、同表の右欄に掲げるもの 

を用いること。 

なお、ＥＬＩＳＡ法による病原体の抗原の検出により病原体診断を行う場合にお 

いては、ＥＬＩＳＡ法により成虫由来抗原を検出した後、駆虫治療を行い、再度Ｅ 

ＬＩＳＡ法により検査を実施した結果、抗原が検出されないときに限り届出を行う 

こと。 

 

検査方法 検査材料 

虫体又はその一部（片節）の確認による病原体 

の検出 

ＥＬＩＳＡ法による病原体の抗原の検出 

ＰＣＲ法による病原体の遺伝子の検出 

糞便 

 

 

(2) 獣医師は、臨床的特徴若しくは疫学的状況から犬又はその死体がエキノコックス 

症にかかっている疑いがあると診断し、又はかかっていた疑いがあると検案した場 

合は、(1)にかかわらず、病原体診断を待たず法第１３条第１項の規定による届出を 

行わなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




